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(57)【要約】
【課題】本発明は、ハードディスクドライブホルダーを
提供することを目的とする。
【解決手段】本発明のハードディスクドライブホルダー
は、第一取付アーム、第二取付アーム、２つの取付アー
ムを接続する接続部材及びボタン組立体からなる固定フ
レームと、ハンドルと、を備え、ボタン組立体は、ボタ
ン、スライディング部材及び弾性部材を備え、ボタンは
、接続部材内に前後移動可能に収容され、弾性部材は第
二取付アームとボタンとの間に設置され、スライディン
グ部材はボタン内にスライド可能に収容され、スライデ
ィング部材には係合スロットが設けられ、ハンドルには
係合フックが設けられ、ハンドルを推進して接続部材に
向かって回転させる際、ハンドルの係合フックは、スラ
イディング部材の係合スロットに係合し、ボタンを押圧
すると、スライディング部材はボタン内でスライドして
、ハンドルの係合フックをスライディング部材の係合ス
ロットから退出させる。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一取付アームと、第二取付アームと、前記第一取付アーム及び前記第二取付アームを
接続する接続部材と、ボタン組立体と、からなる固定フレームと、一端が前記接続部材の
一端に回転可能に枢着されるハンドルと、を備えてなるハードディスクドライブホルダー
であって、
　前記ボタン組立体は、前記接続部材の他端に設置され、ボタン、スライディング部材及
び弾性部材を備え、前記ボタンは、前記接続部材内に前後移動可能に収容され、前記弾性
部材は前記第二取付アームと前記ボタンとの間に設置され、前記スライディング部材の一
端は前記接続部材に回転可能に枢着され、前記スライディング部材の他端は前記ボタン内
にスライド可能に収容され、前記スライディング部材には係合スロットが設けられ、
　前記ハンドルの他端には係合フックが設けられ、前記ハンドルを推進して前記接続部材
に向かって回転させる際、前記ハンドルの係合フックは、前記スライディング部材の係合
スロットに係合し、
　前記ボタンを押圧して、前記ボタンを前記第二取付アームに向かって移動させると、前
記スライディング部材の他端は前記ボタン内でスライドして、前記ハンドルの係合フック
を前記スライディング部材の係合スロットから退出させることを特徴とするハードディス
クドライブホルダー。
【請求項２】
　前記接続部材は、互いに平行する２つの水平板と、２つの前記水平板の間に接続され且
つ前記接続部材の一端に位置する側板と、２つの前記水平板の間に接続され且つ前記接続
部材の前方に位置する接続板と、２つの前記水平板の間に接続され且つ前記接続部材の後
方に位置する垂直板と、を備え、前記接続板は前記側板に近接し、前記垂直板は前記側板
から離間し、前記接続板及び前記垂直板の位置はずらされていることを特徴とする請求項
１に記載のハードディスクドライブホルダー。
【請求項３】
　前記ボタン組立体は、前記第二取付アームと前記ボタンとの間に位置するベースをさら
に備え、前記弾性部材は、前記ベースと前記ボタンとの間に設置され、前記弾性部材の両
端は前記ベース及び前記ボタンに当接し、前記ベースは、前記第二取付アーム及び前記接
続部材の２つの水平板に接続されることを特徴とする請求項２に記載のハードディスクド
ライブホルダー。
【請求項４】
　前記ボタンは、押圧部と、前記押圧部の両側から延在する２つの延在部と、を備え、２
つの前記延在部にはスライディングスロットがそれぞれ設けられ、前記スライディング部
材の他端には２つの凸柱が設けられ、前記スライディング部材の他端の２つの凸柱は、２
つの前記延在部のスライディングスロットにスライド可能に係合することを特徴とする請
求項１～３のいずれか一項に記載のハードディスクドライブホルダー。
【請求項５】
　２つの前記水平板には固定孔がそれぞれ設けられ、前記スライディング部材の一端には
２つの凸柱が設けられ、前記スライディング部材の一端の２つの凸柱は、２つの前記水平
板の固定孔に係合し、前記スライディング部材は、その一端の２つの凸柱の中心を軸心と
して、２つの前記水平板に相対して回転可能であることを特徴とする請求項２～４のいず
れか一項に記載のハードディスクドライブホルダー。
【請求項６】
　前記接続板の前記側板に対向する片側には当止シートが設けられ、前記スライディング
部材には当止部が設けられ、前記ボタンが解放状態になると、前記スライディング部材の
当止部は、前記接続部材の当止シートに当接することを特徴とする請求項１～５のいずれ
か一項に記載のハードディスクドライブホルダー。
【請求項７】
　前記ハードディスクドライブホルダーは、他の弾性部材をさらに備え、前記他の弾性部
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材は、前記ハンドルの前記接続部材に枢着される一端に設けられ、前記ハンドルの係合フ
ックが前記スライディング部材の係合スロットに係合すると、前記他の弾性部材は圧縮さ
れ、前記ハンドルの係合フックが前記スライディング部材の係合スロットから退出すると
、前記他の弾性部材は前記ハンドルを推進して、前記ハンドルの他端が前記接続部材から
離れる方向に向かって回転させることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の
ハードディスクドライブホルダー。
【請求項８】
　前記第一取付アームには定位柱が設けられ、前記第二取付アームには定位孔が設けられ
、前記接続部材の垂直板には定位孔が設けられ、前記ボタン組立体のベースには定位フッ
クが設けられ、前記第一取付アームの定位柱は、前記接続部材の垂直板の定位孔に係合し
、前記ボタン組立体のベースの定位フックは、前記第二取付アームの定位孔を貫いて前記
定位孔の周辺に係合することを特徴とする請求項３～７のいずれか一項に記載のハードデ
ィスクドライブホルダー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハードディスクドライブを固定するために用いられるホルダーに関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　ハードディスクドライブホルダーは、ハードディスクドライブをコンピューターのよう
な電子装置のハウジング内に設置するために用いられる。前記ハウジングには、前記ハー
ドディスクドライブホルダーを収容するための収容空間が形成され、前記収容空間の片側
には、係合スロットが設けられる。従来のハードディスクドライブホルダーは、本体及び
ハンドルを備える。前記ハンドルの一端は前記本体の一端に回転可能に枢着され、前記ハ
ンドルの前記本体に接続される一端の末端には、ロッキング脚が形成される。前記ハード
ディスクドライブホルダーを前記ハウジング内に取り付ける場合、先ず、前記ハードディ
スクドライブホルダーを前記収容空間内に置き、次に、前記ハンドルの他端を推進して、
前記ハンドルを前記本体に向かって移動させる。前記ハンドルが前記本体に向かって移動
すると、前記ロッキング脚が前記係合スロットに係合して、前記ハードディスクドライブ
ホルダーを前記ハウジング内に固定する。最後に、ねじを利用して前記ハンドルの他端を
前記本体に固定して、前記ハードディスクドライブホルダーを前記ハウジング内に取り付
ける。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、前記ハンドルの他端はねじによって前記本体に固定されるので、前記ハードデ
ィスクドライブホルダーの装着過程が面倒であり、操作が不便である。
【０００４】
　本発明の目的は、前記課題を解決し、開閉操作が便利であるハードディスクドライブホ
ルダーを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係るハードディスクドライブホルダーは、第一取付アームと、第二取付アーム
と、前記第一取付アーム及び前記第二取付アームを接続する接続部材と、ボタン組立体と
からなる固定フレームと、一端が前記接続部材の一端に回転可能に枢着されるハンドルと
、を備え、前記ボタン組立体は、前記接続部材の他端に設置され、ボタン、スライディン
グ部材及び弾性部材を備え、前記ボタンは、前記接続部材内に前後移動可能に収容され、
前記弾性部材は前記第二取付アームと前記ボタンとの間に設置され、前記スライディング
部材の一端は前記接続部材に回転可能に枢着され、前記スライディング部材の他端は前記
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ボタン内にスライド可能に収容され、前記スライディング部材には係合スロットが設けら
れ、前記ハンドルの他端には係合フックが設けられ、前記ハンドルを推進して前記接続部
材に向かって回転させる際、前記ハンドルの係合フックは、前記スライディング部材の係
合スロットに係合し、前記ボタンを押圧して、前記ボタンを前記第二取付アームに向かっ
て移動させると、前記スライディング部材の他端は前記ボタン内でスライドして、前記ハ
ンドルの係合フックを前記スライディング部材の係合スロットから退出させる。
【発明の効果】
【０００６】
　従来の技術に比べて、本発明のハードディスクドライブホルダーは、ハンドルを推進す
るだけで、ハンドルを固定フレームに係合することができ、且つボタンを押圧するだけで
、前記ハンドルと前記固定フレームと係合状態を解除することができるので、前記ハード
ディスクドライブホルダーの開閉操作が便利である。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の実施形態に係るハードディスクドライブホルダーとハードディスクドラ
イブとの組立図である。
【図２】図１に示すハードディスクドライブホルダーとハードディスクドライブとの分解
図である。
【図３】図２に示すハードディスクドライブホルダーとハードディスクドライブとの他の
視角からの分解図である。
【図４】図２に示すハードディスクドライブホルダーの接続部材とボタン組立体との拡大
図である。
【図５】図３に示すハードディスクドライブホルダーの接続部材とボタン組立体との拡大
図である。
【図６】図５に示すボタン組立体の組立図である。
【図７】図３に示すハードディスクドライブホルダーの部分組立図である。
【図８】図１に示すハードディスクドライブホルダーのＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線に沿う断面
図である。
【図９】図８に示すハードディスクドライブホルダーのハンドルのオープン状態を示す図
である。
【図１０】図９に示すハードディスクドライブホルダーの使用状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態について説明する。
【０００９】
　図１及び図１０を参照すると、ハードディスクドライブホルダー１００は、ハードディ
スクドライブ２００をコンピューターのような電子装置のハウジング３００内に設置する
ために用いられる。前記ハードディスクドライブホルダー１００の構造を明らかに表示す
るために、図１０は、前記ハウジング３００の２つの側壁３０２、３０４のみを示した。
前記側壁３０２と前記側壁３０４との間には、前記ハードディスクドライブホルダー１０
０を収容するための収容空間３０６が形成される。前記側壁３０２には、係合スロット３
０８が設けられる。
【００１０】
　図２及び図３を参照すると、前記ハードディスクドライブ２００の側面には、複数の固
定孔２０２が設けられる。前記ハードディスクドライブホルダー１００は、前記ハードデ
ィスクドライブ２００を固定する固定フレーム１０、ハンドル６０、回転軸７０及び第一
弾性部材８０を備える。前記ハンドル６０は、前記回転軸７０及び前記第一弾性部材８０
によって前記固定フレーム１０に回転可能に枢着される。本実施形態において、前記第一
弾性部材８０は、トーションバネである。前記第一弾性部材８０の中央には中心孔８２が
形成される。前記第一弾性部材８０は、第一弾性アーム８４及び第二弾性アーム８６を備
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える。
【００１１】
　前記ハンドル６０は、縦長形状であり、対向する両端を備える。前記ハンドル６０の一
端には、係合フック６１が設けられ、前記ハンドル６０の他端には、２つのロッキング脚
６３が設けられる。２つの前記ロッキング脚６３は、上下対向し、且つ離間して設けられ
る。各々の前記ロッキング脚６３の外端は前記ハンドル６０から外へ突出する。各々の前
記ロッキング脚６３の内端には、枢着孔６４が設けられ、２つの前記枢着孔６４は、上下
対向して設置される。
【００１２】
　前記固定フレーム１０は、第一取付アーム２０と、第二取付アーム３０と、前記第一取
付アーム２０及び前記第二取付アーム３０を接続する接続部材４０と、前記接続部材４０
の内部に収容され且つ前記第二取付アーム３０に当接するボタン組立体５０と、を備える
。
【００１３】
　前記第一取付アーム２０は、Ｌ字状であり、縦長い主体部２２と、前記主体部２２の一
端に直交して接続される固定部２４とを備える。前記主体部２２には、２つの固定孔２２
０が設けられる。前記固定部２４の一端には、定位柱２４２が設けられ、前記固定部２４
の前記定位柱２４２の近傍には、取付孔２４０が設けられる。前記第二取付アーム３０は
、Ｌ字状であり、縦長い主体部３２と、前記主体部３２の一端に直交して接続される固定
部３４とを備える。前記主体部３２には、２つの固定孔３２０が設けられる。前記固定部
３４には、円形の取付孔３４０及び矩形の定位孔３４２が設けられる。前記第二取付アー
ム３０及び前記第一取付アーム２０は、対向し、且つ離間して設置される。前記主体部２
２及び前記主体部３２は、互いに平行し、前記固定部２４及び前記固定部３４は、互いに
向かって延在する。
【００１４】
　図４及び図５を参照すると、前記接続部材４０は、縦長形状であり、互いに平行し且つ
上下離間して設置される２つの水平板４２と、２つの前記水平板４２の間に接続され且つ
前記接続部材４０の右側に位置する側板４４と、２つの前記水平板４２の間に接続され且
つ前記接続部材４０の右端部の前方に位置する接続板４６と、２つの前記水平板４２の間
に接続され且つ前記接続部材４０の左端部及び中部の後方に位置する垂直板４８と、を備
える。
【００１５】
　２つの前記水平板４２は、対称設置され、且つ形状及び構造は同じである。各々の前記
水平板４２の右側に近い箇所には、係合孔４２２及び固定孔４２４が離間して設けられる
。各々の前記水平板４２の左側には、枢着孔４２６が設けられる。２つの前記水平板４２
の係合孔４２２、固定孔４２４及び枢着孔４２６は、上下対向して設置される。各々の前
記水平板４２の右端に近い内側面は、その外側面に向かって凹んで案内面４２８を形成す
る。２つの前記水平板４２の２つの案内面４２８は、上下対向して設置される。前記案内
面４２８の端部と前記水平板４２の内側面との間には階段部が形成される。
【００１６】
　前記側板４４は、２つの前記水平板４２の右端に直交して接続される。前記側板４４に
は、係合孔４４０が設けられる。前記接続板４６は、略方形であり、その中央には方形の
貫通孔４６０が形成される。図８を同時に参照すると、前記接続板４６の左側辺から前記
接続部材４０の後方に向かって当止シート４６２が延在して形成されており、前記当止シ
ート４６２の長さは、前記水平板４２の幅より小さい。前記垂直板４８の上下両端は、２
つの前記水平板４２の後側辺に接続される。前記垂直板４８と前記接続板４６とは、互い
に平行し、且つ前記水平板４２の長手方向において互いにずらされている。前記垂直板４
８の両端に固定柱４８２がそれぞれに設けられている。前記垂直板４８の後表面には、前
記第一取付アーム２０の定位柱２４２と配合する定位孔４８４が形成されている。
【００１７】
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　２つの前記水平板４２の右端、前記側板４４、前記接続板４６及び前記当止シート４６
２は、共同して後端が開口した収容部を形成し、且つ前記収容部は前記当止シート４６２
が所在する側面に開口を形成する。
【００１８】
　前記ボタン組立体５０は、ベース５２、第二弾性部材５４、ボタン５６及びスライディ
ング部材５８を備える。前記ベース５２は、板状の本体５２１と、前記本体５２１の背面
に形成され且つ前記第二取付アーム３０の定位孔３４２に係合する定位フック５２２と、
前記本体５２１の前面に形成され且つ十字状断面を有する定位柱５２３と、前記本体５２
１の前面の右端に形成され且つ前記接続部材４０の側板４４の係合孔４４０に係合する係
合塊５２４と、前記本体５２１の上端及び下端からそれぞれ上に向って及び下に向かって
突出し、且つ前記接続部材４０の２つの水平板４２の係合孔４２２に係合する２つの突出
塊５２５と、前記本体５２１の前面の左端に上下対向して設置され且つ互いに離間する２
つの当止塊５２７と、を備える。
【００１９】
　本実施形態において、前記第二弾性部材５４は、圧力スプリングである。前記第二弾性
部材５４の中央には、その軸方向に沿って中心孔５４０が形成される。
【００２０】
　前記ボタン５６は、前端に位置する押圧部５６１と、前記押圧部５６１の上下両側から
それぞれ後方に向かって延在する上延在部５６４及び下延在部５６６と、を備える。前記
押圧部５６１は、略方形であり、その寸法は前記接続部材４０の接続板４６の貫通孔４６
０の寸法よりやや小さい。図８を同時に参照すると、前記押圧部５６１の背面には、定位
柱５６２が形成されている。前記上延在部５６４及び前記下延在部５６６の後端は、それ
ぞれ上に向かって及び下に向かって湾曲して折辺５６５、５６７を形成する。２つの前記
折辺５６５、５６７の外側末端間の距離は、前記接続部材４０の２つの水平板４２の２つ
の案内面４２８の間の距離と同じである。前記上延在部５６４及び前記下延在部５６６の
前記押圧部５６１に近い箇所には、それぞれ縦長のスライディングスロット５６８、５６
９が形成される。２つの前記スライディングスロット５６８、５６９は、別々に２つの前
記水平板４２の長手方向に沿って延伸する。
【００２１】
　図６を参照すると、前記スライディング部材５８は、中央に位置する中心部５８０及び
前記中心部５８０の四隅から延在する第一アーム５８１、第二アーム５８２、第三アーム
５８３及び第四アーム５８４を備える。前記中心部５８０の上表面には、当止部５８５が
形成されている。本実施形態において、前記当止部５８５の断面は、略三角形である。前
記当止部５８５の末端には、階段部が形成される。前記第一アーム５８１及び前記第二ア
ーム５８２は、前記スライディング部材５８の右端に位置し、且つ互いに平行する。前記
第三アーム５８３及び前記第四アーム５８４は、前記スライディング部材５８の左端に位
置し、且つ外に向かって拡がりながら延伸する。前記中心部５８０、前記第三アーム５８
３及び前記第四アーム５８４に囲まれて、係合スロット５９０が形成される。前記第一ア
ーム５８１及び前記第二アーム５８２の末端には、それぞれ１つの凸柱５８６、５８７が
形成されている。前記第三アーム５８３及び前記第四アーム５８４の末端にも、それぞれ
１つの凸柱５８８、５８９が形成されている。
【００２２】
　図４～図８を参照すると、前記固定フレーム１０を組み立てる場合、前記スライディン
グ部材５８の第一アーム５８１及び第二アーム５８２の凸柱５８６、５８７は、前記ボタ
ン５６の上延在部５６４のスライディングスロット５６８及び下延在部５６６のスライデ
ィングスロット５６９に係合する。２つの前記スライディングスロット５６８、５６９は
縦長い形状を有するので、２つの前記凸柱５８６、５８７は、２つの前記スライディング
スロット５６８、５６９に沿ってスライドすることができる。前記ボタン５６は、前記接
続部材４０の収容部内に収容される。前記ボタン５６の押圧部５６１は、前記接続板４６
の貫通孔４６０内に位置する。前記ボタン５６の上延在部５６４及び下延在部５６６の折
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辺５６５、５６７は、それぞれ２つの前記水平板４２の案内面４２８に当接し、且つ前記
案内面４２８に沿ってスライドすることができ、従って前記ボタン５６を前記接続部材４
０の収容部内において前後移動させる。前記スライディング部材５８の中心部５８０は、
前記収容部の開口を貫き、前記スライディング部材５８の第三アーム５８３及び第四アー
ム５８４の凸柱５８８、５８９は、それぞれ２つの前記水平板４２の固定孔４２４内に係
合し、これにより前記スライディング部材５８は、前記第三アーム５８３及び前記第四ア
ーム５８４の凸柱５８８、５８９の中心を軸心として、前記水平板４２に相対して回転す
ることができる。
【００２３】
　前記ベース５２は、前記収容部の後端に位置する。前記ベース５２の係合塊５２４は、
前記接続部材４０の側板４４の係合孔４４０に係合する。前記ベース５２の２つの突出塊
５２５は、それぞれ２つの前記水平板４２の係合孔４２２に係合して、前記ベース５２を
前記接続部材４０の収容部内に固定させ、前記ベース５２の２つの当止塊５２７は、前記
スライディング部材５８の第三アーム５８３及び第四アーム５８４の末端の内側に位置し
、前記スライディング部材５８の第三アーム５８３及び第四アーム５８４の凸柱５８８、
５８９が２つの前記水平板４２の固定孔４２４から退出することを防止する。前記第二弾
性部材５４の一端は、前記ボタン５６の定位柱５６２を囲むように設置され、且つ前記押
圧部５６１の背面に当接し、前記第二弾性部材５４の他端は、前記ベース５２の定位柱５
２３を囲むように設置され、且つ前記ベース５２の前面に当接する。前記ボタン５６が解
放状態に位置する際、前記ボタン５６の２つの折辺５６５、５６７は、２つの前記水平板
４２の案内面４２８端部の階段部に当接する。圧縮された前記第二弾性部材５４は、前記
ボタン５６に対して前に向かう推進力を提供する。前記スライディング部材５８の当止部
５８５は、前記接続板４６の当止シート４６２に当接して、前記スライディング部材５８
に対して位置止め作用を発揮する。
【００２４】
　図２、図３、図５及び図８を同時に参照すると、前記第一取付アーム２０を前記接続部
材４０の左端に合わせて、前記第一取付アーム２０の定位柱２４２を前記接続部材４０の
垂直板４８の定位孔４８４に係合させる。この際、前記垂直板４８の左端の固定柱４８２
と前記第一取付アーム２０の取付孔２４０とを位置合わせして、ねじ９０を前記第一取付
アーム２０の取付孔２４０に貫かせてから前記垂直板４８の左端の固定柱４８２に螺合し
て、前記第一取付アーム２０を前記接続部材４０に接続する。前記第二取付アーム３０を
前記接続部材４０の右端に合わせて、前記ボタン組立体５０のベース５２の定位フック５
２２を前記第二取付アーム３０の定位孔３４２に貫かせて、前記定位孔３４２の周りに係
合させる。この際、前記垂直板４８の右端の固定柱４８２と前記第二取付アーム３０の取
付孔３４０とを位置合わせして、ねじ９０を前記第二取付アーム３０の取付孔３４０に貫
かせてから前記垂直板４８の右端の固定柱４８２に螺合して、前記第二取付アーム３０を
前記接続部材４０に接続して、前記固定フレーム１０の組立を完成させる。前記ボタン組
立体５０は、前記接続部材４０と前記第二取付アーム３０の固定部３４との間に挟まれ、
前記ボタン組立体５０のベース５２は、前記第二取付アーム３０の固定部３４に当接する
。前記第一取付アーム２０、前記第二取付アーム３０及び前記接続部材４０に取り囲まれ
ることにより、前記ハードディスクドライブ２００を収容する収容空間が形成される。
【００２５】
　前記ハンドル６０を前記固定フレーム１０に装着する場合、前記第一弾性部材８０を前
記ハンドル６０の２つのロッキング脚６３の間に位置させ、前記ハンドル６０のロッキン
グ脚６３が所在する一端を前記接続部材４０の２つの水平板４２の間に置いてから、前記
第一弾性部材８０の中心孔８２、前記ハンドル６０の枢着孔６４及び２つの前記水平板４
２の枢着孔４２６を位置合わせして、前記回転軸７０を前記接続部材４０の１つの水平板
４２の枢着孔４２６と、前記ハンドル６０の１つのロッキング脚６３の枢着孔６４と、前
記第一弾性部材８０の中心孔８２と、前記ハンドル６０の他の１つのロッキング脚６３の
枢着孔６４と、前記接続部材４０の他の１つの水平板４２の枢着孔４２６とに順次に貫か
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せることによって、前記ハンドル６０を前記接続部材４０に回転可能に枢着する。前記ハ
ンドル６０の係合フック６１が所在する一端は、前記固定フレーム１０に相対して回転す
ることができる。前記第一弾性部材８０の第一弾性アーム８４は、前記垂直板４８に当接
し、前記第一弾性部材８０の第二弾性アーム８６は、前記ハンドル６０に当接する。前記
第一弾性部材８０が解放状態になると、前記ハンドル６０の係合フック６１が所在する一
端は、前記接続部材４０から離れ、前記ハンドル６０はオープン状態になる。
【００２６】
　最後に、ねじ９０を、前記ハードディスクドライブホルダー１００の第一取付アーム２
０の固定孔２２０及び第二取付アーム３０の固定孔３２０に貫かせてから前記ハードディ
スクドライブ２００の対応する固定孔２０２に螺合して、前記ハードディスクドライブ２
００を前記ハードディスクドライブホルダー１００に固定する。
【００２７】
　前記ハードディスクドライブ２００が固定されている前記ハードディスクドライブホル
ダー１００を前記ハウジング３００内に設置する場合、先ず、前記ハードディスクドライ
ブホルダー１００のハンドル６０をオープン状態にして、前記ハードディスクドライブホ
ルダー１００を前記ハウジング３００のフロントエンドから前記収容空間３０６内に推進
して、前記ハードディスクドライブ２００が固定されている前記ハードディスクドライブ
ホルダー１００を前記ハウジング３００内に完全に収容させる。次に、前記ハンドル６０
の係合フック６１が所在する一端を前記固定フレーム１０に向かって移動させて、これに
より前記第一弾性部材８０の第二弾性アーム８６も前記ハンドル６０に従って前記固定フ
レーム１０に向かって移動させ、前記第一弾性部材８０を圧縮する。前記ハンドル６０が
所定の位置まで回転すると、前記ハンドル６０のロッキング脚６３は前記側壁３０２の係
合スロット３０８に係合する。さらに前記ハンドル６０を推進すると、前記ハンドル６０
の係合フック６１は、前記スライディング部材５８の中心部５８０に接触し、且つ前記中
心部５８０の上表面を通過して前記中心部５８０の底部の係合スロット５９０に係合し、
これにより前記ハンドル６０は前記固定フレーム１０に完全に固定される。前記ハンドル
６０のロッキング脚６３が前記ハウジング３００の係合スロット３０８に係合するので、
前記ハードディスクドライブホルダー１００の外部への移動は制限され、前記ハードディ
スクドライブホルダー１００によって前記ハードディスクドライブ２００は前記ハウジン
グ３００内に安定に固定される。
【００２８】
　図９及び図１０を参照すると、前記ハードディスクドライブホルダー１００を取り出す
場合、まず前記ボタン５６を押圧すると、前記ボタン５６は前記水平板４２の案内面４２
８に誘導されて前記ベース５２に向かって移動するとともに、前記スライディング部材５
８の右端を連動して前記ベース５２に向かって移動させ、従って前記スライディング部材
５８の第一アーム５８１及び第二アーム５８２の凸柱５８６、５８７を前記ボタン５６の
スライディングスロット５６８、５６９内において移動させ、前記スライディング部材５
８の中心部５８０をも前記ベース５２に向かって傾斜させる。これにより前記ハンドル６
０の係合フック６１は前記スライディング部材５８の中心部５８０の底部の係合スロット
５９０から退出し、前記第一弾性部材８０も弾性回復して、前記第一弾性部材８０の第二
弾性アーム８６は前記ハンドル６０を外に向かって推進して、前記ハンドル６０の係合フ
ック６１が所在する一端は前記接続部材４０から離れ、前記ハンドル６０のロッキング脚
６３が前記ハウジング３００の係合スロット３０８から退出し、これにより前記ハウジン
グ３００から前記ハードディスクドライブホルダー１００を取り出すことができるように
なる。前記ボタン５６を解放すると、前記ボタン５６は前記第二弾性部材５４の作用力に
よって前記ベース５２から離れる方向に向かって移動し、且つ前記スライディング部材５
８が連動して、前記スライディング部材５８の第一アーム５８１及び第二アーム５８２も
前記ベース５２から離れ、前記スライディング部材５８はリセットされ且つ前記接続部材
４０の当止シート４６２に当接する。この際、前記ハンドル６０を推進すると、前記ハン
ドル６０の係合フック６１は前記スライディング部材５８の係合スロット５９０に係合す
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る。前記ハードディスクドライブホルダー１００の構造は簡単であり、開閉操作が便利で
ある。
【００２９】
　以上、本発明を実施例に基づいて具体的に説明したが、本発明は、上述の実施例に限定
されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種種の変更が可能であること
は勿論であって、本発明の技術的範囲は、以下の特許請求の範囲から決まる。
【符号の説明】
【００３０】
　１０　固定フレーム
　２０　第一取付アーム
　２２，３２　主体部
　２４，３４　固定部
　３０　第二取付アーム
　４０　接続部材
　４２　水平板
　４４　側板
　４６　接続板
　４８　垂直板
　５０　ボタン組立体
　５２　ベース
　５４　第二弾性部材
　５６　ボタン
　５８　スライディング部材
　６０　ハンドル
　６１　係合フック
　６３　ロッキング脚
　６４　枢着孔
　７０　回転軸
　８０　第一弾性部材
　８２　中心孔
　８４　第一弾性アーム
　８６　第二弾性アーム
　１００　ハードディスクドライブホルダー
　２００　ハードディスクドライブ
　２０２，２２０，３２０，４２４　固定孔
　２４２　定位柱
　２４０，３４０　取付孔
　３００　ハウジング
　３０２，３０４　側壁
　３０６　収容空間
　３０８　係合スロット
　３４２，４８４　定位孔
　４２２，４４０　係合孔
　４２６　枢着孔
　４２８　案内面
　４６０　貫通孔
　４６２　当止シート
　４８２　固定柱
　５２１　本体
　５２２　定位フック
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　５２３，５６２　定位柱
　５２４　係合塊
　５２５　突出塊
　５２７　当止塊
　５４０　中心孔
　５６１　押圧部
　５６４　上延在部
　５６５，５６７　折辺
　５６６　下延在部
　５６８，５６９　スライディングスロット
　５８０　中心部
　５８１　第一アーム
　５８２　第二アーム
　５８３　第三アーム
　５８４　第四アーム
　５８５　当止部
　５９０　係合スロット
　５８６，５８７，５８８，５８９　凸柱

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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